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 要  旨 
近年，通信環境の発達やスマートフォンなどの高機能で携帯性の高い通信端末の普及により，
skype 等をはじめとする文字，音声，動画の大容量データのやり取りを用いた遠距離コミュニケ
ーションシステムの利用が一般化している.それらのシステムの多様化に伴い，文字や動画では伝
達しきれない情報（嗅覚や触覚等,視覚以外の感覚を伝える情報）を伝達する様々なシステムが提
案されている．しかし，そのユーザーインターフェイスは，複雑な場合が多く，初心者には理解
が苦しい場合や,難しい場合が多い.そのため，インタラクションデバイスを導入することが求めら
れている. 
インタラクションデバイスは，直感的に利用出来ることが求められ，これまでにも振動や，偏
加速度運動，ジャイロ効果を用いたデバイスがすでに発表されている.しかしこれらは，力として
は弱いものである場合や，ビデオチャット等の環境下でのインタラクションデバイスとして使用
する場合,その環境に適した力を出すことは難しい. 
そこで，本研究では，衝撃したときに発生する力に着目し，インタラクションがより豊かにな
るようなデバイスを提案,試作した.デバイスは，筒の中を物体が移動して,筒の両端にぶつかるこ
とで,衝撃を与える.具体的には,ミニ四駆の後ろ半分を移動物体として動かすデバイスや,小型化
を考慮してソレノイドコイルを使用して鉄芯を飛ばすものを作成した.また，光インタラクション
との組み合わせたデバイスを作成し，視覚的錯覚効果により触覚が変わるデバイスを作成した. 
実験は，学生 9 人を被験者とし，作成したデバイスをインタラクティブビデオチャットシステ
ムの枠枠スルーに組み込み,コミュニケーションツールデバイスとしての有効性の実験を行った. 
また,デバイス自体の評価や,光インタラクションとの組合せも検討し,組み合わせることによって
被験者が感じる衝撃の力にどのような変化が見られるかの実験も行った. 
その結果，システムに組み込んだ場合，振動デバイスよりもより触覚が強く，より一体感のあ
るビデオチャットが可能であるということアンケート結果から分かり，システムでの有効性が確
認できた.また，光インタラクションを追加することによって同じ衝撃でもユーザーが受ける触覚
は変化するということも明らかになった. 
最後に，この実験により得られた様々な意見から提案システムの発展性，今後改良すべき点に
ついてまとめ，それらを今後の課題として検討し，述べる. 
 
